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会員制ライブラリーf副ZCOLIJ (銀

み万:ピズコリ}隊、2012f家4月{こ鍾岡

市海辺過に方ープンした.BIZCOLlt�. 

.徴的忽ビジネスパーソンが緩い、事百1と

穆ピジニ終スを"むことで企緩や継続に

"開腹するrmの集編・交流・創港j鍵点を

目鎗している.rBIZCOLIJと駐車ピジネ

ス (BIZ) とコミュニケーション

(COMMUNICATION上そしてライブ

ラリー(LlBRARY)の繍文曾縁組み会

わtまた漣組である.

人がつながる、

1. シンクタンクf九経銅Jが運曽

BIZCOLI(みシンクタンク、財団法人

九州経済調査協会{略都、九経調)が運曽

している図・館である.九経調!ま昭和

21年の設立以来、勉嬬経済のデータや

書籍を収集しており、それらを活用した

会員向けの経済図・館を運告してきた.

この経済図書館は、利用者が必要な情報

を得ることに加え、摩書員がシンクタンク

としての専門的な立場から経済の疑問

質問に嘗えてきた.

九経舗は2012年4月、福岡市の大ち

から渡辺通の喝気ピル「共創館jに移転

-叫 ~il~

f 可r I 
アイデアが生まれる
会員制ライブラリー fBIZCOLリ

財団法人九州経済調査協会・BIZCOLI

R. 岡本洋事{欄法人;h.州制椴帥輔鵬抑制蛾}

した.共創館は2012年2月に銭工した方 供している. アイデアの創出や思考を漂めるしか、

フィスピルで、九州を代表する経済団体 ①ピジ.'1lスの震新情".アイデアの提侠 けとして、ブックディレクター幅允孝氏

が入居している.鮭済団体の聴員の利用 BIZCOLlさ Iå:_書籍・映像、研究会等 の協力のもと fビジネスパーソンが仕§

や共同のイベント開催に加え、天狗と得 により、ビジネスに役立つ憲新情報やア の原点を考えるJI・籍コーナーを設け、

多のφ聞に位置する立地によって、九州 イデア・ヒントを提供している.業界の 発惣法やデザイン関連の書籍をそろえた.

全域から多くの来館が期待されている. 変{乙や収支モデルがわかる曾籍、業界の 九州の発展にむけて必ず知っておくべ

最新動向が把握できる専門縫詰をそろ き主基礎的拡資料や書籍者をならべており、

2. r知の集積・交流・創造j えている.新聞・企業・人事データベース 九州経済の諜題と方向性が一目でわか

拠点にむりて のf白経テレコン21 J を導入し情報収集 る「九州経済・発展戦略マップjを展示し

経済図書館はインターネットの普及 のスピードアップをはかり、ビジネスス ている.また、地元企業や行政とのコラ

とともに、刺用者が年々滅少していたこ クールとの協力により企業経堂やマー ボにより、ユニーク怠tt!J元企業の映像放

ともあって、「共創館jへの移転を機に名 ケテインク関連書第を充実させている. 映、デザインに優れた製晶、古地図や鎗

務やコン色プト、レイアウトを大幅に見 情報の鮮度を重視し、書籍は刊行後5年 画毛主ど唱を展示している.

直した.BIZCOLlはビジネスパーソン までのものをφJCIに開架している.書籍

の交流と、その交涜から生まれる人脈形 の情報はどんはに新しくても、刊行され

成やアイディアの創出に力者E入れている. るまでに獄カ月経過することもあって、

コンセブトは九州におけるf知の集槙e 自治体や企業の公開質料、新聞記事を展

交誠・創造j鎚点であり、コンセプト実現 示し、ビジネスマンが震新の情報に触れ

のために以下の3つの機能を利用者に提 ることができるように工夫している.

。

@ビジネス入自民の形餓

BIZCOLlでは利用者向士、利用者と

当会研究員との人脈形成を促進するた

めに、包ミナー・交流会を 1 週間に 1-2

回開催している.シンクタンクとしての

調査研究成寮の発表に加え、企画力やビ

ジネススキルの向主に役立つI事業色ミ

ナーj、文化教援を修得するためのfまち

閲覧ゾーンの(f知の森J)には・鰭 1

万冊〈別置きの開架書館{ご約19万冊を

所趨)とともに、 1950年代に設計された

シンプルなデザインの筒菩26闘がある.

会員専用のミーテインクルーム(24;g J収

容)(å:、長さ約7メートルの巨太ホワイト

ボードがあり、勉強会やワークショップ

に利用されている.マイデスクゾーン(個

'Eミナー jをスタートさぜた.その他、 室)に{広人間主掌に塞づいて設計され

BIZCOLl以外の企業や団僚の色ミナー た高機能テェア15席が設置され、長時

でも、コン包プトにフィットする内容で 簡の業務・仕事に集φできる.月単位で

あれば会場d瀧供や集容で協力している. 契約できるロッカーも準備している.

さらに会員の興味あるテーマに基づいて、 .架では、刺用者が・籍者を手に取って

BIZCOしlスタッフ力活員同士の交流促

進に努めている.

@スキルアップのための細書空間の鍵供

近年、街φの力フエでは、ビジネスパ

ーソンがパソコンを持ち込んで作業を

している婆をよく見かける.公共図・館

は開館時間、立他怠ど、多忙怠ビジネス

パーソンにとっては利便性に欠け、知識

習得や企画・作成等に集φできる空間

もない.8IZCOUでは15のブースを設け、

静かに集φできる空間をつくっている.

3. レイアウトとサービス

支流ラウンジの窓は床から天井まで

ガラス面になっており、光を取り入れる

開捜感のある空間と怠っている.また、

霊1ëJ;本の背表紙が壁画から数センチ飛

び出しており、BIZCOLlの象徴的なデ

ザインとはっている.ラウンジの中央に

はパーカウンターを備え、イベント開催

時にアルコールを提供することもできる.

ラウンジは打合せや怒談だけでなく、イ

ベント会混としても利用される.企画展

示ゾーン(f知の回廊J)には天鉾まで続

く書掛か濁り、映像蹴映や創昂展示を行い、

優れたデザインやアイテ.アにふれるこ

とで、みる蓄の感住を刺激している.

いただくための工夫をしている.スペー

スの許す限り書籍の表紙を見せる形で

配架し、関連の新聞記事、図表、害奏、模

型をあわせて並べ、利用者の倍奇JDIを刺

殺している.また、ビジネスの繁聾を弛

掘するしかけとして、レゴなどの玩具、

飛び出す鎗本、函館、写真集をそろえて

おり、支流ゾーンにはクラッシッっき業

やIJAZ2力切れている.

BIZCOLlは腎朗会員からの会慢で遥

告されており、20銭以上のビジネスパ

ーソン奄ターゲットにしている.当金貧

卸会員企業・団体に所属されている方は、

平日10-18時まさは無料で利用できる.

18時以降の利用については、月額，個人

4.000円の利用プランが用意されている.

このほかにー趣向けの刺用プラン(月額・

個人6.000円-)， 1 日利用プラン(1 日

1.700円-)がある.拡お、空間デザイン

や什器選定においては、t也元デザイナー

の協力者E得た.

4. 図・館の既害保怠を超えて

7.tーブンから半年カ唯過し、 1 力月の

利用者数Iå:約800gと順調に増加して

いる.イベント参加者や会議室利用者を

加えると、毎月約1.000名が来館してい

~q)U 

ることに拡る.

9月には、九経調のオフィス部分とあ

わせて日経ニューオフィス貫を受賞した.

知の交涜拠点づくりにむけたソフト面

での多様忽取組みに加え、宮崎・新鱗岳

の火山灰を混合した煉瓦、佐賀・七山の

和紙を利用した照明器具芯ど、勉元の素

材や伝統工芸昂を活用した内装や什器

が評価された.

これ力、らも、勉繊のビジネスや経済に

密慧した圏書館を実現したいと考えて

おり、合後、利用者向士が情報やノウハ

つを共有するコミュニテイの形成を目

指すことにしている.同じ興昧を持った

グループや同織の資格取得を目箔す人

の集まりといった、多様怠コミコニテイ

の形成によって、ビジネスの質を高める

ことに寄与したい.また、マーケテイン

クの勉強会やビジネススクールの同窓

会主主どの鵠致を検閲φである.

全国的にも、BIZCOしlと同様の機能

を持つ施設は移在しておらず、図書館の

既寄緩怠にとらわれ広い、新た毛主知の拠 ノ/

点として挑戦を続けていく. ρ/ 
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